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2006 年、共著：萩原康仁・大内善広）にて城戸奨励賞受賞。

井上　敏昭	 ①教授（福祉総合学部）
	 ②文化人類学・先住民文化研究
	 ③国際福祉論、福祉と文化、幼児文化論、人間関係論など
	 ④�日本文化人類学会会員。八街市地域自立支援協議会執行委員（顧問）。

研究業績「グィッチン」綾部恒雄監修 富田虎男，スチュアート ヘ
ンリ編『講座 世界の先住民族 ファースト ･ピープルズの現在 07 北
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題」岸上伸啓編『海洋資源の流通と管理の人類学』pp. 41-68，東京：
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